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2. 微量要素添加の KnudsonC培養基が，同じ微量要素を添加した LaGarde 培養基より
も幼苗の生長lζ対して優れていた．
3. 基本培養基（KnudsonC＋微量要素） IC EDTAを添加して，初期のpHを5.201C調坐し
た培養基中で，幼苗の生長は促進され，濃緑色で健全な幼苗が得られた．
4. IAA (0. l, l, 10 ppm）は発芽， 生長を抑制した． Dend，叫iumの幼苗の生長促進には
0.1 ppm以上の濃度では使用すべきでない．
5. GA (1. 10. 100 ppm）は種子の発芽， その後の生長促進lζ有効であった．高濃度（100
ppm）では，茎葉の細長い苗が認められた．
6. 培養基の pHは， 幼苗の生長l乙伴なって酸性K傾いた．特lζ，矯種後6週間頃から急速
に低下し， 12週間後にはほぼ3.7となった．
Summary 
Experiments were initiated in order to promote the early growth of orchid, De棺d1戸’
nobile, in the asymbiotic culture. The effects of the kind of culture flasks, basal media 
and addition of a chelating agent, growth regulators to basal media on the germination 
of the seeds and the growth of the seedlings were studied. The results obtained are 
as follows: 
1. Erlenmeyer flasks (100 ml.) plugged with cotton, which allows rapid evaporation 
of the water in a culture medium and free circulation of air, gave bettβr growth of the 
seedlings than both rubber-stoppered distillation flasks and Erlenmeyer flasks closed 
with rubber stoppers passed vinyl tubes in the same volume. 
2. The early growth of the seedlings on Knudson C media with micro nutrients was 
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better than those on La Garde media with the same micro nutrients. 
3. When the seedlings were grown in basal media (Knudson C sol. plus micro 
nutrients) containing a chelati暗 agent,EDT A, with the initial pH of 5. 20, the growth 
of them was promoted, and the seedlings produced were greener and stronger. 
4. Indoleacetic acid at three different concentrations (0. 1, 1, 10 ppm) in the basal 
media inhibited both the germination of the seeds and the growth of the seedlings. It 
should not be used at more than 0. 1 ppm for the early growth of Dendrobium seedlings. 
5. Addition of gibberellin at three different concentrations (1, 10, 100 ppm) to the 
basal media as a supplement was very effective for the rapid germination of the seeds 
and the progress to form small plantlets, although there were a few poor seedlings 
a任ectedby the chemical at high concentration (100 ppm). 
6. The pH of the media tended to increase acidity with the growth of the seedlings. 
Especially, about 6 weeks after sowing, the pH level decreased rapidly and the final 















基本培養基には微量要素を加えた KnudsonC培養基（以下 KCと略す），並びに LaGarde 
培養基（以下LGと略す）を用いた．その組成は下記の通りである．
Knudson C培養基
KH2P04・ー ー E ・・・・・・0.25 gm. 
Ca(N03)2・4H20・・・・・ ・l. 00 
(NH4)2SO• 一…・・・一一 ー0.50
MgS04・7H20・ ーーーー ・O.25 
FeS04・7H.0・・－一ーーーーー ・0.025
MnSO，・ 7H20・・・・・・・ -0.0075 
Sucrose ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 20.00 
Agar ・・・・ ・ －ー・ー ・ー・15.00
Dist. water ・ ・ ・ ・ ーー 一ー ・IOOOml.
La Garde培養基
MgSO，・ 7H20・ー・・ ・l.00 gm. 
Ca(N03)2・4H20・ーーーー 1.00 
KH2P04 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ l.00
CaCI2 . ・・・・・・ ・・ E ・1.00 
NH,N03 ・・・・ ・ー・・・・・0.50
(NH4)2C03 • H.0・－一ーー・0.50
FePO，・ H20・・・ーー ーー・・・O.33 
Sucrose・ ・・・・・・・ー ・ー…・・20.00
Agar・ ーー・－ •.••• ・・・・・・15.00
Dist. water ・ ・ ・ ーー… ・・目．，． IOOOml. 
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上記の各培養基K，下記の微量要素を ll当り 2ml.添加した．
H3B03 0 ・ー .ー.... a・ ・0・・ ・O. 05 gm. MnC12・4H.0・・－ .ー...・ ・0.03 gm. 
FeC13・6H.0・•.... ・..• ・•• ・.Q.25 ZnC13 ・・・・..・ ••• ・ .. Q.15 
Na3Mo4・2H.0 ・ー ーーー ・O. 025 Dist. water ・ ・ー ・・・ 0 ・ ・ IOOOml.
CuCl2・2H20・ ・ー ー ・・ ー.Q.05
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Knudson C La Garde 
pH 5.20 5本 5本
pH 6.00 3 3 
pH 5.20 3 
pH 6.00 3 




































てご一一～一週 I I I 2 I 
＼＼ 大きき一一一一｜ 一一一一一一i一一一一← ｜ ＼＼ノ、 ｜ 短径／｜ 短径／｜三..＇よ＼＼ ｜長径 短径 ｜長径 短径 ｜ 培養容器＼～ ー一一一｜ ／長径｜ ／長径｜
綿栓フラスコ I 11611 7111 o.66 I 17911 13311 o.74 
枝付きフラスコ I 100 65 o. 65 I 287 152 o. 81 
ゴム栓フラスコ I 113 78 0.69 I 185 139 0.75 
3 
長径 短径短径／／長径
220，~ 18311 0. 83 
212 178 0.84 




11611 7111 o.66 / 17911 13311 












































+IAA 1 ppm 
+IAA IO ppm 
+GA 1 ppm 
+GA IO ppm 
+(IAA lppm+GA !ppm) 


















22011 18311 0. 83 
182 135 0. 74 
158 116 0.73 
221 176 0. 80 
182 140 0. 77 
161 114 0. 71 
196 152 0. 78 
206 166 0. 81 
249 218 0.88 
170 122 0. 72 
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基本培養基に EDTAを添加すると， pH 6. 00の場合では， EDTA無添加の対照区（pH




























実 験 区 綿K栓IllフidsラonスCコ
基本培養基 pH 5.20 24本
基本培養基 pH 6.00 19 
+EDTA pH 5.20 20 
+EDTA pH 6.00 16 
+IAA 0. I ppm pH 5.20 16 
+IAA I ppm II 20 
+IAA IO ppm ， 13 
+GA I ppm ， 13 
+GA IO ppm ， 13 
+GA 100 ppm ， 13 
+(IAA I ppm+GA I ppm) ， 13 
+(IAA I ppm+GA I ppm) ， 12 






























第7表匪の肥大IL及ぼす pH,EDT A, IAA, GAの影響
ヘ＼＼ 週ー！
～大きさ ｜ 短径／｜長径短径 区程
実験区 一一一～J 長径
基本培養基 pH 5. 20j 142μ 92μ 0. 65 
基本培養基 pH 6. OOI 145 92 0. 63 
pH 5. 20j 138 前 0.62
pH 6. 01 140 93 0. 66 
pH 5.201 137 但 0.60
111 129 78 0.60 




+IAA I ppm 
+IAA 10 ppm 
+GA I ppm 
+GA 10 ppm 
















+(IAA I ppm十GAI ppm) /1 i 137 80 0. 58 










+IAA 0. 1 ppm 
+IAA 1 ppm 
十IAA10 ppm 
+GA 1 ppm 
+GA IO ppm 
+GA IOOppm 









? ? ? ?
+(IAA I ppm+GA 1 ppm) /1 I 100 I 0 










: : : I : I : I :I1:1:I:I ~ : I ~ : I : : I ~ : , :::1~ ： 1:M1日： I:; : I: I:I :  I : ~ : 
f ヴ： 1:1~1:1:1~ ~I~ ~I~ :1~ ~I ：~~ 
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I il IV v 五在
実験区 ＼＼＼、一一～～～
基本培養基 27 29 28 4 5 7 
基本培養基 pH 6.00 50 23 18 2 2 5 
+EDTA 26 18 21 8 5 23 
+EDTA pH 6.00 51 12 20 2 2 13 
+IAA 0. I ppm pH 5.20 25 25 43 。 6 
+IAA I ppm ， 95 5 。 。 。 。
+IAA IO ppm ， 99 。 。 。 。
+GA I ppm 18 5 28 29 。 20 
+GA IO ppm 18 7 21 36 。 18 
+GA 100 ppm 49 IO 13 18 9 
+(IAA I ppm+GA I ppm) 95 4 。 。 。
+(IAA I ppm+GA 100 ppm) JOO 。 。 。 。 。
註．数字は百分率， 300個体fCついて調査
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pH 5. 20 
pH 6.00 
十IAA0. I ppm pH 5. 20 
+IAA I ppmρ 













／ +GA 1 ppm 
+GA 10 ppm 
+GA JOO ppm 
十（IAAI ppm+GA I ppm) 
／ 
／ 
。。? ??89 ／／ 。。。18 81 II +(IAA I ppm+ GA 100 ppm) 
300個体について調査註．数字は百分率，
（第9,10, 11表，写真19,20). た.pH 6. 00区は約50%が不発芽であった
キレート剤，生長調整物質の影響
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+IAA 0. I ppm 
+IAA I ppm 
+IAA IO ppm 
+GA I ppm 
+GA IO ppm 
+GA 10ppm 
II I 5. 20 
II I 5. 20 
II I 5. 20 
1 I 12 
3. 75 I 3. 6~： 
3. 43 I 3. 2焔＊
3. 56 I 3. 40* 
4. 03 I 3. B3t 
4. 12 I 4. 20* 
3. as I 4. 04十
3. 54 I 3.50 
3. 57 I 3.75 
+(IAA 1 ppm+GA 1 ppm) /1 I 5.20 








































また，生長段階によっても要求する養分源及びその最適量は異っている．例えば， Ragha van, 
Torrey両氏（1964)14）は Cattleyaの無菌培養で，無機の窒素源としてアンモニア態窒素と硝酸
態窒素を比較し， NH4NOa,(NH4)2S04, (NH4)z HP04, NH4Clのようなアンモニア態窒素では




本実験では， Dendrobiumnobileの初期生長には微量要素を加えた KnudsonC 培養基が同量の
微量要素を加えた L:iGarde培養基よりも優れていた．
このことは，種々の培養基を用いて，本実験と同組成，同量の微量要素を添加して行なった他
の研究者の実験19）と一致している．すなわち KnudsonC培養基は Dendrobiumの他， Cattleya,
Vanda, Phalaenopsisで優れているが， Odontoglossum, Miltoniaでは LaGarde培養基が優れ，
Cymbidiumでは両埼養基とも同等であった． また， 烏潟氏等（1965)lS）は， Knudson B培養
基， KnudsonC培養基， トマト汁培養基を用いてCymbidiumおよび Dendrobium(D. Merlin×D. 




(1936) l）や Vacin, Went両氏（1949)2)23）等によって行なわれ，一応の成功はみているが，
生長に及ぼす効果は必ずしもあがっていないようである27）.更に， Knudson C 培養基を最初























本実験では， FeS04・7H20と等モノレの EDTAを加えて（5ppmの鉄濃度）， pHを5.20, 
6.00 K調整した場合の生長反応を調査した．実験Iでは培養基処方中， FeS04・7H20を加えて
直ちに EDTAを入れたが，実験Eでは EDTAの添加法を変え，先ず，培養基の各成分を溶か
す蒸溜水 Leの中から少量をとり， とれに FeS04・7H20を溶かして後， EDTAを等モノレ加え，
スターラーで撹伴後，各成分の溶解JI即ζ従って，準備していた上記の鉄キレート溶液を加えた．
実験Iでは，生長lζxJしpH6. 00の場合が pH5. 20のJ易合よりも優れ，対照区lζ比べても初期
の生長を促進する傾向が認められた．ープri,pH 5. 20の湯合は対照区lζ比べてその生長は劣って





が含まれるようKして，鉄と EDTAのモノレ比を変えて， トマト，ヒマワリ， トウモロコシ，オ
オムギ、を育てたところ，等モルの場合が最も満足な結果を得ている．更に，鉄キレートの形で5
から 100ppmの鉄を含む Hoagland液でトマト， トウモロコシを栽培し， lOOppmでは両植物





JHいられた薬品の種類も多数にのぼっている27). Curtis, Nichol両氏（1948)2）は， IAAは
Vandaの脹ICは影響しなかったが， Cymbidiumの版lCは強く影響ー し， J壬は最初，黒変したが後で‘
は再び生長点部位より生長し，結局無処Jlとの去はなかったと報公している．また， Mariat氏
(1952) 12）は， IAAは無菌培養で， Cattleyaの幼苗の生長を促進した（lppmで最大）と述べ
ている．
本実験では 0.1, l, 10 ppmの濃度の IAAを添加して初期生長K及ぼす影響を調べた．実験
Iでは， lppmと 10ppm になるように地主主基湿熱滅菌前lζ添加し，実験Hでは，培養基湿熱




は， 0. l, l, 10 ppm区とも発芽が抑制され，特に l,10 ppm区は顕著であった． また， 0.1








1. 0 ppm で顕著に発向ーを促進したとし， これはランの種子の発芽と生長の各段階re対し生長ホ
ノレモンの最適濃度が異るためであると思われる，と述べている．
ジベレリンについて
沢氏等（1960)IS）は， Cymbidiumの幼植物の成育lζ対する GA(50, 100 ppm）の影響について
観察し，草たけは無処理 lζ比し著しく伸長したが，約3ヶ月後より淡緑色を呈し，茎は細くな
り，発根悪く生体重も小であり，なお， protocormの異常伸長が見られた，と述べている．ま




淡緑色となった． しかし， 根の生長は全く抑制されるのではなく， GA処理で無発根個体数も
多くなっているが，低濃度では発根個体数も多く，全般的に生長が進んでいるので，低濃度の
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No. 7 上方の突起は第 l葉の原基，その反対似uの多数の突起は仮綴
No.8 第 l築並びに根の原基が認められる
No. 9～17 播種後12週間目の幼箇（実験I)
No. 9～l I 基本培養基 pH5.20区の幼苗（×25)
No. 9 第 l葉がかなり伸長している
No. 10 第 I,2葉並びに根が認められる
No. I 第 I,2, 3葉並びlζ根が認められる
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12 
? ?
No. 12～14 GA IO ppm添加区の幼苗（×25)
No. 12 茎・薬がやや細い
No. 13 第 I,2薬並びに根が認められる
No. 14 第 I,2, 3葉並びに根が認められる
No. 15～16 GA 100 ppm添加区の幼苗（×25)
No. 15 茎・葉が異常生長をしている
No. 16 第 I,2葉が認められるが，茎・葉は異常生長をしている
No. 17 EDTA添加 pH5. 20区の幼苗（×25)
No. 17 第 I,2, 3葉並びIC根が認められる．葉色が濃く，茎も太い
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No. 19～30 播種後12週間自の各実験区の生長状態（実験II) （×10) 
No. 19 基本培養基 pH5. 20区
No. 20 基本培養基 pH6. 00区
No. 21 GA I ppm添加区
No. 22 GA IO ppm添加区




No. 24 IAA 0. I ppm添加区
No. 25 IAA I ppm添加区
No. 26 IAA 10 ppm添加区
No. 27 IAA I ppm, GA I ppm併用区
No. 28 IAA I ppm, GA 100 ppm併用区
No. 29 EDTA添加， pH 5.20区
No. 30 EDTA添加， pH 6.00区
